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● 今月の表紙
令和７年与謝野町二十歳の成人式（２・３ページに関連記事）

人・自然・伝統  与謝野で織りなす 新たな未来
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◎ 
特
集　

令
和
７
年
与
謝
野
町
二
十
歳
の
成
人
式

ふ
る
さ
と
で
誓
う

二
十
歳
の
決
意
。

【令和７年与謝野町二十歳の成人式】
　

１
月
12
日
、
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
に
お
い
て
、

20
歳
の
門
出
を
祝
う
「
令
和
７
年
与
謝
野
町
二
十

歳
の
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
与
謝
野
町
出
身
者
ら

１
８
１
人
が
参
加
。
式
典
で
は
、
出
席
者
代
表
の

太お
お

田た

心こ
こ

菜な

さ
ん（
橋
立
中
卒
）が
今
ま
で
に
出
会
っ

て
き
た
恩
師
や
友
人
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、「
こ

の
先
、
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
、
そ
の
人
に
し
か

な
い
人
生
を
送
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

ぞ
れ
が
異
な
る
存
在
、
異
な
る
考
え
方
を
持
つ
中

で
た
く
さ
ん
の
『
選
択
と
判
断
』
を
し
な
が
ら
人

生
を
切
り
開
い
て
い
き
ま
す
」
と
、
20
歳
を
迎
え

た
決
意
を
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
友
人
と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
写

真
を
撮
る
な
ど
、
笑
顔
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

出席者を代表して謝辞を述べる太田さん ▶

① 与謝野町歌を歌う参加者たち
② 真剣な表情で話を聞く参加者たち
③ 華やかな髪飾り
④ 山添町長から記念品を受け取る浪江さん
⑤ 式典会場内の様子
⑥ 指で「20」のポーズをつくり記念撮影
⑦ 花束を受け取り笑顔がはじける
⑧ 有線テレビのインタビュー
⑨ 再会した友人たちと記念撮影
⑩ 山添町長を囲んで記念撮影
⑪ 再会を喜び写真を撮り合う参加者たち

対象者
平成 16 年４月２日～ 17 年４月１日生まれの方
主な出来事
拉致被害者ら帰国、アテネ五輪で金メダル史上最
多タイの 16 個獲得、イチロー選手が大リーグの
年間最多安打記録更新、新紙幣発行、ニンテンドー
DS 発売、マツケンサンバがヒット など

● 

● 

❶

❺

❸❹

❷

❻

⓫

❿

❾

❽

❼

問　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６
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付
帯
意
見

交
付
税
の
交
付
対
象
と
な
る
繰
り
入
れ
は
減
額

す
る
こ
と
な
く
繰
り
入
れ
を
実
行
し
、
上
下
水

道
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

一
般
会
計
繰
入
金

流
域
下
水
道
事
業
の
経
費
削
減
と
と
も
に
、
府

南
部
地
域
と
比
較
し
て
不
利
な
事
業
環
境
に
あ

る
宮
津
湾
流
域
下
水
道
事
業
へ
の
引
き
続
き
の

支
援
を
京
都
府
に
要
望
す
る
こ
と
。

下
水
道
事
業
の
経
費
削
減
な
ど

専
門
性
の
高
い
上
下
水
道
事
業
に
あ
っ
て
、
事

業
継
続
に
必
要
な
人
員
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
人
材
育
成
や
技
術
継
承
に
計
画
的
に
取
り

組
む
な
ど
組
織
体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り

「
将
来
世
代
に
現
役
世
代
の
負
担
を
先
送
り
し

な
い
よ
う
持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の
基
盤

を
つ
く
る
視
点
」
と
「
受
益
者
負
担
の
公
平
性

の
観
点
」か
ら
審
議
を
進
め
、意
見
集
約
に
至
っ

た
答
申
の
主
旨
を
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

ま
た
、
生
活
弱
者
へ
の
配
慮
と
受
益
者
負
担
の

公
平
性
の
両
立
を
図
る
と
と
も
に
、
激
甚じ

ん

化
す

る
災
害
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ
れ
た
い
。

お
わ
り
に

官
民
連
携
制
度
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
導

入
を
は
じ
め
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

委
託
し
、
さ
ら
な
る
経
営
の
効
率
化
と
組
織
体

制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
近
隣
の
事

業
者
と
連
携
し
、
費
用
削
減
な
ど
の
効
果
が
見

込
め
る
こ
と
は
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

外
部
委
託
な
ど

上
下
水
道
の
現
状
や
今
後
の
耐
震
化
・
更
新
工

事
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、

料
金
改
定
に
つ
い
て
理
解
を
得
る
こ
と
。
特
に

今
回
は
水
道
料
金
体
系
の
見
直
し
を
伴
う
こ
と

か
ら
、
丁
寧
な
周
知
を
行
う
た
め
に
必
要
な
期

間
を
確
保
す
る
こ
と
。

住
民
へ
の
周
知

下
水
道
使
用
料
の
改
定
時
に
創
設
さ
れ
た
「
福

祉
減
免
制
度
」
を
拡
充
し
、
真
に
困
窮
し
て
い

る
方
に
手
を
差
し
伸
べ
る
対
策
を
強
く
望
む
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
減
収
分
に
つ
い
て
は
、
福

祉
施
策
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
補
填て

ん

し
受
益
者

負
担
の
公
平
性
を
担
保
さ
れ
た
い
。

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応

答
申
｜
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
改
定
に
つ
い
て

水
道
料
金
は

値
上
げ
が
必
要
と
の
意
見

１
月
15
日
、
与
謝
野
町
上

下
水
道
審
議
会（
以
下
、

審
議
会
）
の
𫝆い

ま

田だ

愽ひ
ろ

文み

会
長
と
小お

谷だ
に

栄え
い
い
ち一
副
会
長
か
ら
山

添
町
長
に
対
し
「
与
謝
野
町
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料
お
よ
び
農

業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
改
定

に
つ
い
て
」
の
答
申
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
答
申
は
、
令
和
６
年
４
月
16

日
に
町
長
か
ら
諮
問
機
関
で
あ
る

審
議
会
に
「
与
謝
野
町
上
下
水
道

事
業
の
持
続
可
能
な
運
営
基
盤
を

作
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
お

よ
び
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
」

諮
問
を
行
い
、
６
回
の
審
議
会
を

経
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
本
答
申
を
も
と
に
条
例

改
正
案
を
策
定
し
、
議
会
に
お
い

て
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
な

お
、
答
申
の
概
要
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

問　
上
下
水
道
課 

☎
４
３・９
０
３
１

水道料金 平均改定率 19.9％の
料金改定が必要

水 道事業は、独立採算の原則から料金回収率が 100％以上と
なるよう料金を定めるべきであるが、70％余りの現状では

40％を超える料金改定が必要となり大きな負担となることから、
大規模災害時の対応に着目し現金収支の観点から料金水準を見直
すこととした。
　現金収支では、毎年平均して 7000 万円を超える現金が減少
している。半年間の支払額と応急復旧にかかる費用として４億
4000 万円程度必要となることから、最低限４億円の現金預金を
維持できるよう改定することが妥当と判断し、現行料金から平均
20％程度の料金改定が必要との結論を得た。また、現行の料金
体系では小口径量水器の使用者負担に比べて大口径量水器の使用
者負担が少ないことから、料金体系について基本料金と基本水量
を見直した料金（平均改定率 19.9％）に改めることが適当である。

下水道使用料 使用料改定を
見送る

前 回の答申により汚水処理費である流域下水
道排水負担金を賄うことができる水準まで

引き上げることが妥当とされ、第１段階の改定と
して令和５年６月に平均 13.1％の使用料改定を
実施したばかりである。また、６年度から地方公
営企業法を適用し公営企業会計に移行したことに
より、詳細な経営分析が可能となることから、今
後の公営企業会計決算の推移やその分析を待ち、
改めて使用料改定に臨むべきとの結論に至った。

農業集落排水施設使用料

農 業集落排水事業は令和６年度から下水
道事業会計に統合し、地方公営企業法

を適用して公営企業会計により経営を行って
おり、公共下水道と同様の使用料としている
ことから、下水道使用料同様に見送る結論に
至った。

使用料改定を見送る

答申書の内容は
町ホームページ
または上下水道
課でご確認いた
だけます。

答申書を
公開しています

事業名 金額

水道管路緊急改善事業 16,500 万円

緊急給水拠点確保事業（配水池） 48,200 万円

緊急給水拠点確保事業（緊急時用連絡管） 3,600 万円

重要給水拠点配水管整備事業 5,300 万円

【水道施設耐震化】
事業費の見込み

（令和８～ 12 年度）

用語解説

● 答申（とうしん）

諮問機関から地方自治体などに対し意見などを
詳しく述べること。

識者の意見を求めること。諮問機関は、地方自
治体などの諮問に応じて、学識経験者などが審
議・調査を行い、意見を答申する機関。

● 諮問（しもん）

62,988 51,084
46,357

38,439
33,430

24,973

416
5,827

19,328

−4,147

60,000

-10,000

20,000

40,000

0

80％ 

60％ 

R5 R13R12R11R10R9R8R7R6 R14

66.8％66.3％ 65.1％64.3％ 67.3％ 70.6％71.7％
65.8％67.9％69.5％

水道事業の現金預金と料金回収率の推移見込み（料金改定前）
（万円）

（年度）

現金預金

料金回収率

山添町長に答申書を手渡す𫝆田会長（中央）と
小谷副会長（左）
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マイナポータルから引っ越し手続きを行う ３つのメリット

市区町村窓口があいている時
間を気にせず、祝日や夜間で
もいつでも手続きができます。

いつでも
手続きができる2．

オンラインで転出届を提出で
きるため、原則、市区町村窓
口へ行く必要がありません。

転出の際の
外出が不要に1．

引っ越し先の市区町村へ来庁通
知や転入時に必要な手続き、持
ち物が事前に確認できます。

転入時の手続きも
スムーズに3．

オンラインで簡単に 手続きの流れ

引っ越し時は転入先の市区町
村窓口で転入手続きが必要で
すが、事前に来庁予定の連絡
ができます。

オンラインで
転入予定日などを連絡

オンラインで転出届の提出が
できるため、引っ越す前の市
区町村窓口への来庁が原則不
要です。

オンラインで
転出届を提出できる

市区町村窓口で必要な手続き
や持ち物をマイナポータル上
で事前に確認でき、スムーズ
に転入手続きができます。

対面で
転入届を提出

STEP 1 STEP 2 STEP 3

必要なのはマイナンバーカードとマイナポータルだけ

準備するものと操作方法

利用者のマイナンバーカードまたはスマホ用電子証明書
マイナポータルにアクセスする端末（スマートフォン、パソコン）
連絡先電話番号
新しい住所

●

●

●

●

準備するもの

マイナポータルへアクセス
届け出情報などの入力
電子署名を入力して送信

1.
2.
3.

操作方法
市区町村窓口から入力内容の不備などによる連絡が
あった場合は、その内容に従って対応をお願いします 
マイナポータルから転出届の提出を行った後は、各種
案内に沿って、引っ越し先の市区町村窓口で転入届な
どの手続を行ってください

※

※

マイナポータルの画面

こんなときに、特に便利です

24 時間 365 日、いつでもオンラインで手続き
ができるので、仕事終わりや休日などのすき間
時間に転出届・転入予約の提出が可能です。

自宅からオンラインで転出届・転入予約の提出が
できるため、転出時に市区町村窓口に行く必要が
なく、転入時の手続きもスムーズになります。

急な引っ越しが
決まった場合

小さなお子様が
いるご家庭

※ 本記事は、デジタル庁発行のパンフレットをもとに編集しています

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
転

出
届
を
提
出
で
き
る
の
は

ど
ん
な
人
で
す
か
？

電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
を
搭
載
し

た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

で
、
日
本
国
内
で
の
引
っ
越
し
す
る

方
が
利
用
で
き
ま
す
。

同
一
世
帯
の
家
族
な
ど
の

届
け
出
を
一
緒
に
で
き
ま

す
か
？

同
一
世
帯
に
属
す
る
方
で

あ
れ
ば
、 

一
緒
に
届
け
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

代
理
人
に
よ
る
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
経
由
で
の
転
出

届
の
提
出
は
で
き
ま
す
か
？

委
任
状
が
必
要
と
な
る
代

理
人
に
よ
る
手
続
き
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
住
民
票
上
、
同
一
世

帯
の
方
で
あ
れ
ば
、
世
帯
員
に
代

わ
っ
て
手
続
き
が
可
能
で
す
。

今
後
、 

転
出
届
を
提
出
す

る
場
合
は
、 

必
ず
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
提
出
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
か
？

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
市
区

町
村
窓
口
で
の
提
出
や
郵

送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

Q.1AQ.2AA A Q.3Q.4
よ
く
あ
る
質
問

引
っ
越
し
手
続
き
に

つ
い
て
（
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
）

ス
マ
ホ
用
電
子
証
明

書
搭
載
サ
ー
ビ
ス

（
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

引
っ
越
し
手
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）

便
利
な

二
次
元
コ
ー
ド

転出届・転入予約は、
マイナポータルが
便利です！
マイナンバーカードを所有している方は、マイナポータルから
オンラインで転出届および転入予約（来庁予定の連絡）ができ
ます。なお、マイナポータルで転出届の提出をした後は、別途、
転入先市区町村の窓口で転入届などの手続きが必要です。詳し
くは、デジタル庁ホームページをご覧ください。
問　住民税務課 ☎ 43-9020
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１
月
12
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

知
遊
館
な
ど
に
お
い
て
「
令
和
７
年

与
謝
野
町
消
防
団
出
初
式
」
を
執
り

行
い
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
足あ

立だ
ち

徹て
つ

生お

団
長
が

「
町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
と
い
う
崇
高
な
使
命
の
も
と
、

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
、
我
が
町

は
我
々
が
守
る
と
い
う
思
い
を
強
く

持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
団
員
に
訓

示
。
ま
た
、
山
添
町
長
は
「
１
年
を

通
し
て
の
火
災
ゼ
ロ
、
ま
た
、
例
え

災
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
持
ち
前

の
機
動
力
を
生
か
し
、
住
民
の
皆
様

の
た
め
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

京
都
府
・
与
謝
野
町
・
消
防
団
な
ど

か
ら
、
功
績
者
や
優
良
団
員
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
団
員
お
よ
び
消
防

署
員
は
、
規
律
あ
る
分
列
行
進
と
一

斉
放
水
を
披
露
。
多
く
の
観
客
が
見

守
る
中
、
弧
を
描
く
色
と
り
ど
り
の

放
水
に
地
域
の
平
穏
と
安
心
・
安
全

を
願
い
ま
し
た
。

令和７年与謝野町消防団出初式令和７年与謝野町消防団出初式

火災ゼロをめざして火災ゼロをめざして

地
域
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

被
表
彰
者
の
皆
さ
ん
（
一
部
抜
粋
・
敬
称
略
）

地域の平穏と安心・安全を願い一斉放水をする団員

優良団員に表彰状を授与す
る足立団長（右）
敬礼をする各分団の分団長
表彰状を受け取る消防団員

（右）
規律ある分列行進を披露す
る消防団員
各分団および宮津与謝消防
組合による一斉放水

①

②
③

④

⑤

①②

③④⑤

編集 ● 本部がんばってます！消防団

山や
ま
ぞ
え添 

宏ひ
ろ
あ
き明

（
本
部
付
分
団
長
）

谷た
に
が
き垣 

吉よ
し
の
ぶ信

（
本
部
付
分
団
長
）

和わ

だ田 

元げ
ん

治じ

（
本
部
付
分
団
長
）

田た

中な
か 

貴た
か

雄お

（
第
１
分
団
・
分
団
長
）

山や
ま
ざ
き﨑 

政ま
さ

樹き

（
第
３
分
団
・
分
団
長
）

安や
す

田だ 

善よ
し
の
り則

（
第
７
分
団
・
分
団
長
）

大お
お
う
ち内 

浩ひ
ろ

史ふ
み

（
第
８
分
団
・
分
団
長
）

井い

﨑ざ
き 

崇た
か
し　

（
第
10
分
団
・
分
団
長
）

安や
す

見み 

一か
ず
の
り徳

（
第
３
分
団
・
副
分
団
長
）

山や
ま
も
と本 

和か
ず
ひ
で英

（
第
７
分
団
・
副
分
団
長
）

渋し
ぶ

谷や 

勇ゆ
う
す
け亮

（
第
１
分
団
・
部
長
）

倉く
ら　

 

隆た
か
し　

（
第
２
分
団
・
部
長
）

松ま
つ
も
と本 

健け
ん

太た

朗ろ
う

（
第
４
分
団
・
部
長
）

細ほ
そ

見み 

京き
ょ
う

平へ
い

（
第
６
分
団
・
部
長
）

小こ

山や
ま 

純じ
ゅ
ん

平ぺ
い

（
第
７
分
団
・
部
長
）

石い
し

田だ 

崇た
か
し　

（
第
８
分
団
・
部
長
）

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
績
章

● 

京
都
府
消
防
協
会
勤
功
章

● 

両
丹
都
市
消
防
協
議
会
長
表
彰

● 

京
都
府
消
防
協
会
功
績
章

● 

京
都
府
消
防
協
会
精
勤
章

石い
し
か
わ川 

清き
よ
た
か隆

（
第
10
分
団
・
部
長
）

和わ

だ田 

貴た
か
ひ
さ久

（
第
９
分
団
・
班
長
）

吉よ
し

田だ 

啓け
い
す
け介

（
第
４
分
団
・
班
長
）

和わ

だ田 

貴た
か
ひ
さ久

（
第
９
分
団
・
班
長
）

杉す
ぎ
も
と本 

慶よ
し
み
つ満

（
第
10
分
団
・
班
長
）

森も
り
し
た下 

真ま
さ
ひ
ろ弘

（
第
３
分
団
・
班
長
）

牛う
し

田だ 

圭け
い
す
け亮

（
第
３
分
団
・
班
長
）

植う
え

田だ 

道み
ち
の
り則

（
第
４
分
団
・
班
長
）

安や
す

田だ 

光ひ
ろ

樹き

（
第
５
分
団
・
班
長
）

吉よ
し
お
か岡 

祐ひ
ろ
ふ
み文

（
第
５
分
団
・
班
長
）

下し
も

野の 

悠ゆ
う
す
け介

（
第
７
分
団
・
班
長
）

松ま
つ
も
と本 

祥よ
し
の
り典

（
第
７
分
団
・
班
長
）

和わ

だ田 

貴た
か
ひ
さ久

（
第
９
分
団
・
班
長
）

倉く
ら 

啓け
い

志し

朗ろ
う

（
第
９
分
団
・
班
長
）

廣ひ
ろ
た
に谷 

章あ
き
ひ
こ彦

（
第
９
分
団
・
班
長
）

谷た
に
は
ら原 

慎し
ん

哉や

（
第
10
分
団
・
班
長
）

※ （ 

）
内
は
所
属
分
団
と
階
級

● 

京
都
府
消
防
協
会
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

消
防
連
絡
協
議
会
長
表
彰

● 

宮
津
与
謝
支
部
長
表
彰

第
29
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会

に
出
場
し
た
消
防
団
員
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

《
ポ
ン
プ
車
操
法
（
第
７
分
団
）》

松ま
つ
も
と本 

祥よ
し
の
り典

（
指
揮
者
）

大お
お
ま
つ松 

徳の
り
よ
し喜

（
１
番
員
）

大お
お
つ
き槻 

幸ゆ
き

人と

（
２
番
員
）

廣ひ
ろ

居い 

泰や
す
の
り至

（
３
番
員
）

吉よ
し

田だ 

舜し
ゅ
ん

平ぺ
い

（
４
番
員
）

《
小
型
ポ
ン
プ
操
法
（
第
１
分
団
）》

廣ひ
ろ

野の 

将ま
さ

哉や

（
指
揮
者
）

小お

谷だ
に 

憲け
ん

司じ

（
１
番
員
）

田た

中な
か 

皓こ
う

詞じ

（
２
番
員
）

梅う
め

田だ 

幸こ
う
す
け輔

（
３
番
員
）

● 

団
長
特
別
表
彰

◀ 団旗に敬礼する消防団員

写
真
で
見
る
！

「
出
初
式
」
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まちの  話題話題 お届けします
● ペットボトルイルミネーションタワー製作

園児たちとの絆を深める

　石川保育所の年長児たちが廃棄さ
れるペットボトルを活用して、イル

ミネーションタワー製作に挑みました。
　与謝野町商工会青年部が地域貢献の一環と
して、環境問題などを考えることを目的に行
なわれたこの取り組み。園児たちは青年部員
から積み方を教わりながら、慎重に水の入っ
たペットボトルを積み上げタワーを製作。そ
の後、タワーが色鮮やかに点灯すると大きな
歓声を上げて喜んでいました。

ペットボトルでイルミネーションタワーを作る園児と青年部員

19
12

● よさのみらい大学リベラルアーツ講座

対話から生まれる新しい考え

　よさのみらい大学リベラルアーツ
コース講座「哲学のみらい」が知遊

館で開催され、約 30 人が参加しました。
　講座では哲学対話という方法でじっくり対
話し、新しい考えが生まれたり自分の気持ち
に気づくことを体験。講師の永

な が

井
い

玲
れ い

依氏は「対
話とは、話すことよりも聞くことが実は本質
と考えている」と説明。その後、参加者らで「趣
味とは何か？」をテーマに哲学対話が行われ、
多様な価値観を聞き入れていました。

ワークショップ形式で開催された講座

19
1

時の贈り物　［第 137 回　巨石と信仰・伝説１「与謝の二ツ岩」]	

謝
区
の
二
ツ
岩

地
区
に
は
、
地

名
の
元
に
も
な
っ
た
巨
石

が
あ
り
ま
す
。
二
ツ
岩
神

社
の
ご
神
体
と
し
て
ま
つ

ら
れ
て
お
り
、
信
仰
の
対

象
が
巨
石
で
す
の
で
、
神

社
と
言
い
つ
つ
も
社
殿
は

な
く
、
巨
石
の
前
に
小
さ

な
祠ほ

こ
ら

が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
巨
石
「
二
ツ

岩
」
は
神
道
学
で
い
う

「
磐い

わ
く
ら座

」
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
巨
石
を
神
霊
を
呼
び
寄

せ
る
と
き
の
神し

ん

座ざ

の
舞
台
に

見
立
て
た
も
の
で
す
。
固
く

重
い
巨
石
に
対
し
て
、
人
間

の
力
が
及
ば
な
い
永
遠
不
滅

の
神
性
を
感
じ
た
原
始
的
発

想
の
産
物
と
言
え
ま
す
。

　
巨
石
は
信
仰
の
対
象
に
な

る
ほ
か
に
、
伝
説
文
学
を
生

み
出
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。二
ツ
岩
の
場
合
は
、

大
江
山
の
鬼
退
治
伝
説
に
関

係
し
た
も
の
で
す
（
加
悦

町
誌
／
１
９
７
４
年
発
行
、

５
２
０
頁
）。

与

● 

鬼
退
治
の
と
き
に
源

み
な
も
と
の

頼ら
い
こ
う光

の
弁
当
の
中
に
入
っ
て

い
た
砂
を
は
し
で
つ
ま
み
捨

て
、
二
つ
に
割
れ
た
も
の
。

● 

酒し
ゅ
て
ん呑

童
子
が
飯
の
中
に

入
っ
て
い
た
砂
を
は
し
で
つ

ま
み
捨
て
た
も
の
。

● 

麻ま

ろ呂
子こ

親
王
に
征
伐
さ
れ

た
鬼
が
大
江
山
か
ら
投
げ
下

ろ
し
た
も
の
。

　
素
朴
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な

伝
説
で
す
が
、
巨
石
の
存
在

に
刺
激
さ
れ
た
人
間
の
好
奇

心
が
創
作
し
た
も
の
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

（
与
謝
野
町
教
育
委
員
会
）

神
座
と
さ
れ
た
二
つ
の
巨
石

地域おこし協力隊通信 	　［第 77 回　与謝野駅周辺活性化＆移住・定住促進活動担当　郭隊員］

前
、
ホ
テ
ル
で
働
い
て
い
た

と
き
に
「
お
客
様
に
良
い

感
情
が
い
っ
ぱ
い
の
記
憶
を
提
供
せ

よ
」
と
い
う
言
葉
を
た
く
さ
ん
聞
き

ま
し
た
。
お
客
様
に
良
い
記
憶
を
残

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
場
所
の
雰

囲
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
言
葉
の
最
も
重
要
な

こ
と
は
良
い
感
情
を
提
供
す
る「
人
」

だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
私
の
年
齢
は

36
歳
で
す
。
ホ
テ
ル
で
学
ん
だ
こ
の

言
葉
は
、
私
の
頭
の
中
か
ら
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
１
年
１
年
が
経
つ
に
つ

れ
、
よ
り
共
感
す
る
言
葉
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
飲
食
店
が

あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
ど
こ
ろ
も
多

い
で
す
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て

私
の
感
覚
は
鈍
く
な
り
、
ど
の
お
店

も
似
た
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
お
店
の
従
業
員

の
明
る
い
接
待
と
親
切
な
対
応
、
そ

し
て
一
緒
に
い
る
人
々
と
良
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
で
、
食
べ
物
も
よ
り

一
層
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
、
そ
こ
を

ま
た
訪
ね
て
行
き
た
く
な
り
ま
す
。

　

与
謝
野
町
に
引
っ
越
し
て
か
ら
、

初
め
て
大
阪
の
知
人
が
来
ま
し
た
。

私
の
妻
の
知
人
女
性
と
子
ど
も
が
、

以

私
の
家
で
２
泊
３
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。
山
田
小
学
校
で
元
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

一
緒
に
見
学
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

話
を
し
ま
し
た
が
、「
皆
さ
ん
が
親

切
で
良
か
っ
た
。
特
に
近
所
の
子
ど

も
た
ち
と
小
学
校
で
思
い
っ
き
り

走
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
大
阪
で
は
想
像

で
き
な
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
阿
蘇
シ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
で
も
子
ど
も
が
と
て
も
喜

ん
で
遊
ん
で
お
り
、
見
守
る
私
た
ち

も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
、
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
近
く

の
飲
食
店
で
夕
食
を
と
り
ま
し
た
。

お
店
の
皆
さ
ん
の
対
応
が
と
て
も
親

切
で
あ
り
、
食
べ
物
も
お
い
し
か
っ

た
の
で
、
次
も
こ
こ
に
来
よ
う
と
い

う
話
を
し
て
夕
食
を
終
え
ま
し
た
。

　

夕
食
後
、

再
び
阿
蘇

シ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
に
戻

り
散
歩
し
な

が
ら
子
ど
も

と
遊
び
ま
し

た
。
知
人
女

性
は
「
住
ん

で
い
る
大
阪

は
日
が
暮
れ
る
と
公
園
や
遊
び
場
が

薄
暗
く
、
中
高
生
が
集
ま
っ
て
い
る

の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
は
外
出
で
き

な
い
よ
う
に
す
る
。
午
後
７
時
ご
ろ

の
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
外
灯

で
明
る
く
、
夕
方
で
も
近
所
の
お
年

寄
り
の
方
々
が
魚
釣
り
や
散
歩
を
さ

れ
て
い
て
安
心
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
も
明
る
い
雰

囲
気
で
走
り
回
る
こ
と
が
で
き
、
楽

し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
姿
は
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
。

　

二
人
が
大
阪
に
帰
っ
て
か
ら
も
、

山
田
地
域
と
与
謝
野
駅
周
辺
の
活
性
化
に

向
け
、
与
謝
野
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
与
謝
野
町
や
丹
後
地
域
で
活
動
す

る
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
公
開
し
て

い
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
励
み
に

な
り
ま
す
。
動
画
に
は
私
も
映
っ
て
い

る
の
で
、
ま
ち
で
見

か
け
た
ら
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
！

Youtube

私
た
ち
夫
婦
に
「
１
日
も
早
く
ま
た

遊
び
に
行
き
た
い
」
と
連
絡
が
き
ま

す
。
良
い
感
情
が
い
っ
ぱ
い
の
記
憶

は
ま
た
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
、
良
い
感
情
と
記
憶
を
伝
え
る
一

番
大
き
な
要
素
は
「
人
」
だ
と
思
い

ま
し
た
。
私
も
大
阪
に
住
ん
で
い
た

と
き
は
、
仕
事
に
疲
れ
て
人
々
と
の

交
流
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
義

父
母
の
実
家
で
あ
る
与
謝
野
町
と
伊

根
町
に
遊
び
に
来
て
良
い
思
い
出
を

作
り
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
与
謝
野
町

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
原
動
力
に
な

り
ま
し
た
。
与
謝
野
町
の
方
々
の
優

し
さ
と
与
謝
野
町
を
き
れ
い
に
育
て

て
い
こ
う
と
す
る
皆
さ
ん
の
努
力
と

献
身
が
大
阪
の
知
人
親
子
に
も
伝
わ

り
、
良
い
思
い
出
を
作
っ
て
く
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

阿蘇シーサイドパークの遊具で遊ぶ子ども
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　図書館へ行こう！ BOOKS 図書館ホームページ ▶

● 問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
● 開館時間／午前 10 時～午後６時　● 休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

おはなし会を開催します
【野田川分室】２月 22 日（土）　午前 10 時 30 分～
【本 館】３月１日（土）午前 10 時 30 分～
【加 悦 分 室】３月８日（土）午前 10 時 30 分～

～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、～ 読み聞かせボランティアの皆さんが、
～～  楽しいお話をしてくれます ～楽しいお話をしてくれます ～

今年は２月２日だった節分に欠かせない「鬼」が登場
する本を紹介します。節分 ～ 鬼が出てくる本 ～

『オニとワニ　はるなつあきふ
ゆはいくえほん』

ねじめ正一、飯野和好／福音館書店

『鬼遊び　鬼よぶわらべ歌』

廣嶋玲子、おとないちあき／小峰書店

表紙で正面をにらみつけている
オニとワニ。どちらも見た目は
ちょっと怖いかもしれませんが、
１年間の季節の行事を目いっぱい
楽しむお茶目な姿が、俳句と一緒
にユーモラスに描かれています。
どんな様子が描かれているのかは
本を開いてのお楽しみ。ぜひ、声
に出して読んでほしい１冊。

お母さんの病気にいいからと、田
舎の村に引っ越してきたサチ。
入ってはいけないと言われた林で
赤い花を摘んで花輪を作るのです
が・・・。懐かしい日本の風景の
中で、昔ながらの遊びを楽しむ子
どもがふとしたきっかけで、鬼の
世界に引き込まれてしまう短編
集。春夏秋冬を描いた全４巻。

『桃太郎話　みんな違って面白い』

立石憲利／岡山市デジタルミュージアム

「鬼退治」の物語で知られる桃太
郎伝説のルーツとして知られる岡
山県ですが、岡山県以外の地域に
なると流れてくるものも桃ではな
かったり、鬼退治の方法もさらに
多様に。地域ごとで身近に流れる
川の勢いによって、桃の流れる擬
音が異なっているという考察も興
味深い１冊。

【蔵書点検】臨時休館のお知らせ
【本 館】２月 11 日（祝）～ 14 日（金）２月 11 日（祝）～ 14 日（金）
【野田川分室】２月 19 日（水）、20 日（木）２月 19 日（水）、20 日（木）
【加 悦 分 室】２月 25 日（火）、　26 日（水）２月 25 日（火）、　26 日（水）

図書館（全館）は蔵書点検のため、次のとおり
臨時休館します。休館中はご不便をおかけしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

A LT リレーコラム 	　［第 143 回　日本の虫 　by ビグランド・エリック］

さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
江

陽
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
エ

リ
ッ
ク
で
す
。

　
「
見
て
見
て
！
」。
子
ど
も
た
ち
が

私
の
顔
の
前
に
虫
を
差
し
出
し
な
が

ら
言
い
ま
す
。「
わ
ぁ
、
か
っ
こ
い

い
ね
！
」
と
、
私
は
嫌
な
顔
を
し
な

い
よ
う
に
し
な
が
ら
こ
う
返
し
ま
し

た
。
教
室
に
は
、
巨
大
な
虫
が
入
っ

た
虫
か
ご
が
誇
ら
し
げ
に
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
英
語
で
は
ど
う
呼
べ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
虫
の
名

前
も
覚
え
ま
し
た
。「
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
」「
カ
ブ
ト
ム
シ
」「
ダ
ン
ゴ
ム

シ
」
な
ど
は
、
小
学
校
教
師
と
し
て

学
ぶ
べ
き
重
要
な
単
語
な
の
で
す
。

　

私
は
ず
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス

タ
ー
（
以
下
、
ポ
ケ
モ
ン
）
の
フ
ァ

ン
な
の
で
す
が
、
ポ
ケ
モ
ン
の
作
者

は
森
で
の
虫
捕
り
か
ら
着
想
を
得
て

ポ
ケ
モ
ン
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
国

民
的
な
ア
ニ
メ
の
着
想
が
虫
捕
り
か

ら
く
る
ほ
ど
、
日
本
で
は
虫
捕
り
が

身
近
に
あ
る
の
で
す
ね
。
ア
メ
リ
カ

で
は
日
本
ほ
ど
虫
捕
り
が
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
で
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
小
さ

い
こ
ろ
ア
リ
を
捕
ま
え
て
は
バ
ト
ル

さ
せ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
家
に
虫

を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

日
本
の
子

ど
も
た
ち

の
虫
捕
り

に
対
す
る

情
熱
に
は

い
つ
も
驚

か
さ
れ
ま

す
。

　
故
郷
オ
レ
ゴ
ン
に
比
べ
て
、
日
本

の
森
は
ず
っ
と
い
き
い
き
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
、
だ
か
ら
虫
も
日
本
の

方
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。
オ
レ

ゴ
ン
の
ト
ン
ボ
に
比
べ
て
、
日
本
の

オ
ニ
ヤ
ン
マ
は
巨
大
で
す
。
ま
た
、

オ
レ
ゴ
ン
の
ク
モ
の
ほ
と
ん
ど
は
一

円
玉
よ
り
も
小
さ
い
で
す
。
日
本
の

家
の
中
で
ア
シ
ダ
カ
グ
モ
を
見
た
と

き
は
、
心
臓
が
飛
び
出
る
か
と
思
い

ま
し
た
。
危
険
な
虫
で
い
え
ば
、
ム

カ
デ
や
オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
あ
る
夜
遅
く
に
家

の
中
で
ム
カ
デ
を
見
つ
け
た
と
き
、

ト
ン
グ
で
外
に
放
り
投
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
そ
わ
そ
わ
し
て
な
か

な
か
寝
付
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
虫
の
中
に
は
危
険
と
い
う
よ
り
迷

惑
な
虫
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
蚊
や
カ

メ
ム
シ
で
す
。
ど
ち
ら
も
ア
メ
リ
カ

皆

に
も
い
て
、
故
郷
で
も
日
本
で
も
こ

れ
ら
の
虫
か
ら
逃
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
学
校
の
長
期
休
暇
が
終

わ
っ
て
学
校
に
戻
る
と
、
廊
下
に
カ

メ
ム
シ
が
何
百
匹
も
い
て
、
踏
ま
ず

に
歩
く
の
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
驚
か
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
カ
メ
ム
シ
の
匂
い
は
嫌

い
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
も
国
の

違
い
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
に
来
て
３
年
も
経
つ
と
、
こ

ち
ら
が
何
も
し
な
い
限
り
虫
も
何
も

し
て
こ
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
虫
に

も
多
少
は
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ま
だ
捕
ま
え
た
い
と
思
う
ほ
ど

で
は
な
い
で
す
。
私
は
ポ
ケ
モ
ン

を
捕
ま
え
る
こ
と
に
専
念
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。Pokém

on! G
otta 

C
atch Em

 A
ll!

文の最後に登場した「Pokémon! 
Gotta Catch ‘Em All!」は英語で
のポケモンの名フレーズです。読み
方は「ポケモン！（ガラ）キャッチェ
ムオー！」で、日本での有名なフ
レーズである「ポケモン！ゲットだ
ぜ！」で韻を踏んでいます。「Gotta 
Catch ‘Em All!」は省略されてい
て、正しくは「got to catch them 
all!」になり、「全部捕まえた！」と
いう意味になります。

～ 虐待を「見たとき」「聞いたとき」は通報を ～
あなたの勇気が大切な命を守ります

児童・高齢者・障害者の虐待に気づいた方には通報義務があ
ります。虐待を見たら、聞いたら「よさの虐待ほっとライン

（☎ 43-9033）」へ。
※ 休日・夜間は転送となるため、応答にお時間をいただきます

COLUMN
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まだ使えるものは捨てずに再使用へ
無料交換会「ちょこっとリユース」 問　地球温暖化対策室（農林環境課内） ☎ 43-9023

区分 令和６年度 令和５年度 差し引き 備考

持込件数 578 497 81

町内 578 497 81

町外 ― ― ― 町外の方の持ち込みは不可

持込件数 670 600 70

町内 547 517 30

町外 123 83 40

● 持ち込み・引き渡しの件数

※ 町外の内訳・・・宮津市（37 件）、京丹後市（77 件）、福知山市（３件）、綾部市（３件）、
伊根町（２件）、京都市（１件）

（単位：件）

区分
令和６年度 令和５年度

持込量
〔kg〕

引渡量
〔kg〕

リユース率
（※１）

持込量
〔kg〕

引渡量
〔kg〕

リユース率
（※１）

食器類 5,327 4,750 89.2％
（89.5％）

3,681 3,613 98.2％
（98.2％）

衣類 1,987 1,983 99.8％
（100％）

1,664 1,136 68.3％
（100％）

工具 14 14 100％
（100％）

47 47 100％
（100％）

古本 281 280 99.5％
（99.5％）

156 56 36.0％
（100％）

家具 1,635 1,179 72.1％
（80.7％）

2,230 1,375 61.7％
（61.7％）

玩具 727 636 87.5％
（87.5％）

423 362 85.6％
（85.6％）

雑貨 1,683 1,655 98.4％
（98.6％）

1,006 905 90.0％
（90.0％）

合計 11,657 10,500 90.1％
（91.5％）

9,208 7,496 81.4％
（88.3％）

● 持ち込み・引き渡しの量

※１・・・「リユース率」と「再資源化率」を足した割合

　
与
謝
野
町
で
は
、
ま
だ
使
え
る
家
庭

の
不
要
品
を
捨
て
ず
に
再
使
用
す
る
リ

ユ
ー
ス
品
と
し
て
、
無
料
で
引
き
取
り

ま
た
は
希
望
者
へ
お
渡
し
す
る
無
料
交

換
「
ち
ょ
こ
っ
と
リ
ユ
ー
ス
」
を
、
令

和
６
年
10
月
18
日
～
27
日
の
10
日
間
、

旧
与
謝
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
取
り
組
み

で
、
期
間
中
は
町
内
外
か
ら
多
く
の
参

加
者
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
再
使
用
に

つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
10
月
26
日
・

27
日
に
は
、
家
庭
な
ど
で
手
つ
か
ず
食

品
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
必
要
と
さ
れ

る
団
体
や
施
設
に
提
供
す
る
「
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
」
を
実
施
。
集
ま
っ
た
食
材

（
18
件
／
27
・
１
kg
）
な
ど
は
、
町
内

の
福
祉
団
体
に
提
供
す
る
な
ど
、
食
品

ロ
ス
削
減
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

① 

多
く
の
リ
ユ
ー
ス
品
が
並
ぶ

旧
与
謝
小
学
校
体
育
館

② 

リ
ユ
ー
ス
品
を
手
に
取
る
来

場
者

こ ども園を訪れ、取材させて

いただきました。園児たち

の方から明るく話しかけてくれ、

楽しい時間を過ごすことができま

した。もち花など、私自身が知ら

なかったこともあって新しく学べ

ました。また、初めて本格的なカ

メラで撮ってみて、難しい部分

もあったけどやりがいを感じまし

た。写真でその場の雰囲気を伝え

られていたらうれしいです！

宮津天橋高校加悦谷学舎

西
にしむら

村れい（２年）

取 材させていただくことに加え、

私たちもおもちつきを体験した

り、園児たちと一緒に過ごしたりしま

した。取材では情報を集めることやそ

の場の様子をどう伝えるのかという点

で少し悩みましたが、積極的に取り組

みました。おもちつきでは、園児たち

が「お姉ちゃんがんばれー！」と声を

あげてくれて、温かさを感じました。

仕事体験は良い経験になったし、楽し

い時間を過ごすことができました。

宮津天橋高校加悦谷学舎

田
た

村
むら

優
ゆ ゆ

有（２年）

この記事は、
わたしたちが書きました！ 

　

つ
ば
き
こ
ど
も
園

で
、
お
正
月
に
向
け
て

「
お
も
ち
つ
き
」
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
実
際
に
お
も
ち

つ
き
を
す
る
前
に
由
来
や
名
前
を

学
習
し
て
行
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。
お
も
ち
つ
き
が
始
ま

る
と
「
よ
い
し
ょ
～
、
よ
い
し
ょ

～
」
と
い
う
大
き
な
か
け
声
で
盛

り
上
が
っ
て
い
て
、
と
て
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。
園
児
か
ら
は
「
次

は
い
つ
す
る
の
？
」
と
、
次
回
を

期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
つ
い
た
お
も
ち
で
も
ち

花
を
作
り
上
げ
、
お
正
月
に
向
け

た
準
備
も
進
ん
で
い
ま
し
た
。
園

の
先
生
は
「
日
本
の
伝
統
文
化
を

知
っ
た
り
経
験
し
た
り
す
る
き
っ

か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ぺ
っ
た
ん
こ
〜
！

よ
い
し
ょ
〜
！ 

● 

つ
ば
き
こ
ど
も
園
「
お
も
ち
つ
き
」

24
12

鏡
も
ち
を
お
供
え
す
る
風
習
は
、
室

町
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
鏡
も
ち
は
新
年
の
神
様
で

あ
る
「
年
神
様
」
を
お
迎
え
し
た
と

き
の
お
供
え
物
で
、
飾
り
の
す
べ
て

に
意
味
が
あ
り
ま
す
。
２
段
の
丸
も

ち
は
太
陽
と
月
を
表
し
、「
福
が
重

な
る
」「
円
満
に
年
を
重
ね
る
」
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

（
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

【
豆
知
識
／
鏡
も
ち
っ
て
な
あ
に
？
】 もち花を作る園児たち（撮影：西村） もちつきをする園児たち（撮影：田村）

　

令
和
６
年
12
月
23
日
か
ら
26

日
ま
で
、
宮
津
天
橋
高
校
加
悦

谷
学
舎
の
生
徒
３
人
が
役
場
の

仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
学
舎

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
「Kayadani

仕
事
図
鑑
」
の
一
環
で
行
な
わ

れ
た
も
の
で
、
地
元
の
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
の
方
々
と
の
交
流
の

中
か
ら
自
分
の
進
路
を
考
え
る

機
会
と
し
、
進
路
決
定
の
ヒ
ン

ト
を
つ
か
む
こ
と
を
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
３
人
の
生
徒
た

ち
は
、産
業
観
光
課
で
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
を
活
用
し
て
ま
ち
の

魅
力
を
再
発
見
し
た
り
、
総
務

課
の
広
報
・
広
聴
や
防
災
業
務

な
ど
を
体
験
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
つ
ば
き
こ
ど
も
園
の
「
お

も
ち
つ
き
」
を
取
材
し
、
以
下

の
記
事
を
作
成
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

高
校
生
が
役
場
の
仕
事
を
体
験

問　

総
務
課 

☎
４
３
・
９
０
１
０

シャッターチャンスを狙うわたしたち

まちの  話題話題 ワイド町 政  News & Information
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京都府農林水産業功労者表彰

森
も り が き

垣 剛
つよし

さん

　森垣剛さん（金屋）
が、多年にわたり京都
府内の農林水産業およ
び農山漁村の振興と発
展に功労のあった個人
または団体を表彰する

「京都府農林水産業功
労者表彰」を受賞され

ました。
　森垣さんは認定農業者として水稲、えびいも、
豆類など特産品の栽培を行うとともに、機械化
による規模拡大を進め町内の農地管理に長年尽
力されているほか、農業委員としても農地の適
正利用に努められるなど、農業の振興と発展に
貢献されました。この度の受賞、まことにおめ
でとうございます。

京都府若手農林漁業者表彰

山
や ま ざ き

﨑 俊
と し ひ こ

彦さん・香
か よ こ

葉子さん

　山﨑俊彦さ
んと香葉子さ
ん（岩屋）が、
農林水産業の
経営改善に意
欲的に取り組
む 39 歳以下
の若者を表彰

する「京都府若手農林漁業者表彰」を受賞され
ました。
　山﨑さん夫妻は水稲や季節野菜を中心に農業
技術向上と機械化で経営改善に取り組む中、白
ネギ栽培において顕著な実績を上げ、また、地
域で貴重な担い手として農業振興を牽引するな
ど、若手農業者のリーダーとして期待されてい
ます。この度の受賞、まことにおめでとうござ
います。

功績・功労をたたえて

　
与
謝
野
町
で
は
、
行
政
が

抱
え
る
課
題
を
共
有
し
考
え

る
「
与
謝
野
町
自
分
ご
と
化

会
議
（
以
下
、
会
議
）」
を
、

政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
一
般
社

団
法
人
構
想
日
本
と
連
携

し
、
３
回
に
わ
た
り
開
催
し

ま
し
た
。

　
「
公
共
交
通
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
会
議
に
は
、
性
別
や

年
齢
、
お
住
い
の
地
域
が
異

な
る
よ
う
無
作
為
に
抽
出
し

た
16
歳
以
上
の
住
民
の
方
に

案
内
を
送
付
し
、
10
代
か
ら

80
代
ま
で
の
26
人
が
参
加
。

１
回
目
（
令
和
６
年
12
月
８

日
）
に
は
、
よ
さ
の
乗
合
交

通
や
丹
海
バ
ス
路
線
な
ど
の

公
共
交
通
事
業
に
関
す
る

「
事
務
事
業
評
価
」
を
傍
聴

し
、
利
用
者
の
減
少
や
運
転

手
不
足
な
ど
の
現
状
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、２
回
目（
同

年
12
月
22
日
）
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
課
題
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
３
回
目

（
１
月
13
日
）
で
は
、
よ
さ

の
乗
合
交
通
の
乗
車
体
験
開

催
の
提
案
や
利
用
者
に
寄
り

添
っ
た
予
約
シ
ス
テ
ム
の
運

用
、
丹
海
バ
ス
路
線
へ
の
乗

り
継
ぎ
の
改
善
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
ま
さ
に
自
分
ご
と

と
し
て
考
え
る
機
会
に
な
っ

た
」「
会
議
を
つ
う
じ
て
学

ん
だ
こ
と
を
家
族
や
友
人
に

も
伝
え
た
い
」
と
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
会
議
で
い
た
だ
い

た
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
町

に
意
見
書
と
し
て
提
出
い
た

だ
き
、
今
後
の
事
業
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

自分ごととして
公共交通を考える

初開催「与謝野町自分ごと化会議」

問　企画財政課 ☎ 43-9015

認知症になっても安心して暮らせるまちへ
認知症キャラバン・メイト養成研修 問　地域包括支援センター（福祉課内） ☎ 43-9021

　
与
謝
野
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
に
、
認
知

症
の
理
解
や
か
か
わ
り
方
を
学
び
認

知
症
の
方
や
家
族
へ
の
応
援
者
・
支

援
者
と
な
る「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
養
成
講
座
を
、
小
・
中
学
校
や
一

般
住
民
向
け
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
12
月
14
日
に
は
元
気
館
に

お
い
て
、
そ
の
講
師
役
を
務
め
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
を
養
成
す
る

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
精

神
科
の
北き

た
お
か岡

力り
き

先
生
の
講
義
で
は
、

同
年
12
月
３
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
」
の

４
つ
の
重
点
目
標
※
１
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
新
情
報
を

も
と
に
、
認
知
症
に
つ
い
て
「
元
気

な
と
き
と
比
べ
て
今
は
ど
う
か
？
」

「
新
た
に
何
が
で
き
な
く
な
っ
た

か
？
」
と
具
体
的
な
経
過
変
化
を
聞

く
こ
と
や
、
薬
物
療
法
の
効
果
が
出

る
に
は
３
～
４
ヵ
月
か
け
て
調
整
が

必
要
で
過
度
の
期
待
は
禁
物
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
本
人
や
周
り
の
方
が
幸

せ
に
な
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
与
謝
野
町
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
の
桑く

わ
ば
ら原

さ
わ
江え

さ
ん
と
坂さ

か

田た

敦あ
つ

子こ

さ
ん
か
ら
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン

ジ
※
２
の
説
明
の
ほ
か
、
実
際
の
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
企
画
立
案
す

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。
研
修

国
民
一
人
ひ
と
り
が
「
新
し
い
認
知
症

観
」
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

認
知
症
の
方
の
生
活
に
お
い
て
そ
の
意

思
な
ど
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と

認
知
症
の
方
・
家
族
な
ど
が
、
ほ
か
の

方
々
と
支
え
合
い
な
が
ら
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

国
民
が
認
知
症
に
関
す
る
新
た
な
知
見

や
技
術
を
活
用
で
き
る
こ
と

①②③④
認
知
症
施
策
推
進
基
本
計
画
の

４
つ
の
重
点
目
標
（
※
１
）

を
修
了
し
た
21
人
が
新
た
に
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
と
し
て
登
録
さ
れ
、

今
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
認
知
症
を
「
知
る
・
学
ぶ
」
こ
と

で
見
方
や
か
か
わ
り
方
が
変
わ
り
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
働
き
盛
り
、
高
齢

の
方
ま
で
、
ま
ず
は
知
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？　

私
た
ち

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
が
伺
い
ま
す
。

と
も
に
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

近
隣
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
す
る
生
活
面

の
早
期
か
ら
の
支
援
な
ど
を
行
う
取
り
組

み
。
認
知
症
の
方
も

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
が
新
た

に
力
を
ふ
る
う
場
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 チ

ー
ム
オ
レ
ン
ジ
（
※
２
）

町 政  News & Information

グループワークの結果を発表する参加者の皆さん

施設の閉館・閉鎖のお知らせ
災害や老朽化などの影響により、次の３施設について
昨年 12 月末をもって閉館（閉鎖）いたしました。皆
さまには長い間、ご利用いただきありがとうございま
した。なお、ご不明な点がございましたらお問い合わ
せください。

問　産業観光課 ☎ 43-9012

産業創出交流センター
平林キャンプ場
池ケ成キャンプ場

閉館（閉鎖）する施設

●

●

●

公共交通について議論した自分ごと化会議の様子
（１月 13 日／野田川わーくぱる）

町 政  News News & & InformationInformation
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入札日 工事等の名称 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 期間

12/23 大風呂加圧流入電動弁更新工事 岩滝地内 ４者 江笠建材株式会社 4,683 4,222 4,222 90.16 R6/12/28
～ R7/3/14

12/24
介護認定審査会支援システム用タブレ
ット端末等購入 

加悦地内 １者 株式会社堀通信 非公表 － 1428 非公表 R6/12/26
～ R7/3/5

12/24
Ａ重油購入

（クアハウス岩滝／１月～３月）
岩滝地内 ６者 足立石油株式会社 非公表 － 106 円

/ ℓ 非公表 R7/1/1
～ 3/31

12/24 情報システムライセンス購入 （その２） 岩滝地内 １者 吉田紙店 非公表 － 890 非公表 R6/12/28
～ R7/1/31

12/24 ネットワーク改修に係る機器リース 
加悦

地内他
１者 株式会社堀通信 非公表 ― 月額

101 非公表 納入月の翌月
～ 60 ヵ月

12  月入札結果 問　財産管理・契約室（総務課内） ☎ 43-9010

与謝野町
有線テレビ

Facebook Ｘ（旧 twitter） Youtube 番組ガイド

与謝野町公式
WEB サイト

＆
SNS ホームページ InstagramLINE

特別職の報酬は「据え置くことが適当」と答申
与謝野町特別職報酬等審議会 問　総務課 ☎ 43-9010

　
令
和
６
年
10
月
18
日
に
山
添
町
長
か
ら

与
謝
野
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会（
以
下
、

審
議
会
）
に
対
し
諮
問
し
た
「
町
長
、
副

町
長
お
よ
び
教
育
長
の
給
料
の
額（
以
下
、

特
別
職
給
料
の
額
）」
に
つ
い
て
、
同
年

12
月
23
日
、
審
議
会
の
坂さ

か

根ね

正ま
さ
と
し俊
会
長
と

松ま
つ

田だ

政ま
さ
か
ず一
副
会
長
か
ら
山
添
町
長
に
答
申

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
６
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

３
回
の
会
議
を
通
し
て
各
委
員
の
立
場
か

ら
公
平
か
つ
適
切
に
ご
審
議
い
た
だ
き
、

「
特
別
職
の
給
料
は
現
行
の
額
を
据
え
置

く
こ
と
が
適
当
」と
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
の
特
別
職
給
料
の
額

は
、
町
長
は
71
万
４
０
０
０
円
、
副
町

長
が
58
万
３
０
０
０
円
、
教
育
長
が

54
万
６
０
０
０
円
で
、
京
都
府
北
部
７
市

町
で
は
６
番
目
の
給
料
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

人権擁護委員を紹介します
　
令
和
７
年
１
月
１
日
付
け
で

人
権
擁
護
委
員
に
瀬せ

堂ど
う

久ひ
さ

雄お

さ

ん
（
石
川
）、
後ご

藤と
う

公こ
う
い
ち一

さ
ん

（
三
河
内
）、
永な

が

野の

明あ
け

美み

さ
ん

（
男
山
）、
大お

お
つ
き槻

喜よ
し
ひ
ろ宏

さ
ん
（
弓

木
）
の
４
人
が
再
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
で
す
。
法
務
局

と
連
携
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
の

被
害
者
の
救
済
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
現
在

与
謝
野
町
で
は
11
人
が
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
、差
別
、セ
ク
ハ
ラ
、

Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
人
権
に
関
す

る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
気
兼

ね
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《 

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

常
設
相
談
所 

》

日
時　

【
奇
数
月
】

第
２
・
第
４
火
曜
日

【
偶
数
月
】
第
４
火
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※ 

祝
日
お
よ
び
休
日
を
除
く

会
場　
法
務
局
宮
津
支
局

☎
２
２・２
５
６
１

《 

電
話
相
談
窓
口
（
み
ん
な
の

人
権
１
１
０
番
） 》

☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０

問　
住
民
税
務
課

☎
４
３・９
０
２
０

瀬堂委員（再任）

後藤委員（再任）

大槻委員（再任）

永野委員（再任）

答
申
書
を
手
渡
し
た
坂
根
会
長
（
中
央
）
と
松
田
副
会
長
（
左
）

町 政  News News & & InformationInformation町 政  News & Information

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

※ この欄で紹介する出生とお悔やみは、令和６年 12 月 16 日から１月 15 日までの届け出です。また、役場窓口で届け出の際に希望された方のみを掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

人　口
男
女

世帯数

19,400 人
9,306 人

10,094 人
8,885 戸

（－ 24）
（－７）
（－ 17）
（＋６）

※ ( ) 内は住民基本台帳に基づく前月比
※ 外国人を含む

令和６年 12 月末現在
まちのうごき

転　入
転　出
出　生
死　亡
その他

内　

訳

28
26
4

30
0

人
人
人
人
人

総務課／財産活用・契約室
　☎ 43-9010 
産業観光課
　☎ 43-9012
会計課
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

与謝野町役場 本庁舎

住民税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林環境課／地球温暖化対策室
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
総務課（CATV 担当）
　☎ 43-9028

加悦庁舎

総務課（防災危機管理対策室）
　☎ 43-9011
上下水道課
　☎ 43-9031

野田川庁舎
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祝
日
の
ご
み
収
集
（
２
月
）

祝
日
の
ご
み
収
集
（
２
月
）

　
２
月
24
日
（
月
）
は
天
皇
誕
生
日
の

振
替
休
日
の
た
め
、
ご
み
収
集
は
行
い

ま
せ
ん
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
農
林
環
境
課 
☎
４
３・９
０
２
３

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
と

成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査
と

予
防
接
種
事
業
の
終
了
の
お
知
ら
せ

予
防
接
種
事
業
の
終
了
の
お
知
ら
せ

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
制
度
の

終
了
に
伴
い
令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）

を
も
ち
ま
し
て
事
業
を
終
了
し
ま
す
。

対
象
者
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
抗
体
検
査

を
受
け
て
い
な
い
方
で
希
望
す
る
方
は

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

※ 

対
象
者
に
は
、
令
和
６
年
７
月
に

受
検
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
再
発
行

を
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※ 

転
入
し
た
方
の
う
ち
前
住
所
地
で

受
け
て
い
な
い
方
は
、
受
検
票
を
発
行

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

実
施
医
療
機
関　
与
謝
野
町
が
指
定
す

る
医
療
機
関

費
用　
無
料

　
　
保
健
課 

☎
４
３・９
０
２
２

令
和
７
年
度
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等

令
和
７
年
度
高
校
生
給
付
型
奨
学
金
等

（
非
課
税
世
帯
）
の
支
給
申
請

（
非
課
税
世
帯
）
の
支
給
申
請

対
象
者　
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
高
等

学
校
な
ど
に
修
学
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

● 

母
子
・
父
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
の
い
な
い
世
帯
、ま
た
は
母
子・

父
子
と
65
歳
以
上
の
方
で
構
成
す
る
世

帯
）

● 

児
童
世
帯
（
父
母
の
い
な
い
20
歳
未

満
の
方
で
構
成
す
る
世
帯
）

● 
障
害
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
以
上
）

● 
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
母
の
ど
ち
ら

か
が
６
ヵ
月
以
上
の
入
院
な
ど
）

支
給
金
額

【
入
学
支
度
金
（
１
人
１
回
限
り
）】

● 

国
公
立
／
６
万
３
０
０
０
円

● 

私
立
（
全
日
制
）
／
17
万
８
０
０
０
円

● 

私
立
（
定
時
制
）
／
13
万
７
０
０
０
円

● 

通
信
制
／
４
万
５
０
０
０
円

【
支
援
金
】　

年
額
６
万
円
（
国
の
支
援
制
度
と
併
給

調
整
あ
り
）

【
奨
学
金
】

● 

特
別
支
援
学
校
高
等
部
お
よ
び
高

等
専
門
学
校
第
４・５
学
年

月
額
１
万
６
０
０
０
円
ま
た
は
月
額

１
万
４
０
０
０
円

● 

他
府
県
の
私
立
な
ど

全
日
制
／
月
額
３
万
３
０
０
０
円

定
時
制
／
月
額
２
万
４
０
０
０
円
（
国

の
支
援
制
度
と
併
給
調
整
あ
り
）

そ
の
他　
新
１
年
生
で
２
月
末
ま
で
に

進
路
が
確
定
し
た
方
は
、
入
学
支
度
金

の
み
３
月
下
旬
に
支
給
さ
れ
ま
す

　
　
　
　

２
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
、
申
請
書
類
を
子
育
て
応
援
課
（
☎

４
３・９
０
２
４
）
へ
。

令
和
７
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
等
学

令
和
７
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
等
学

校
入
学
支
度
金
）
の
入
学
前
支
給
申
請

校
入
学
支
度
金
）
の
入
学
前
支
給
申
請

　

京
都
府
母
子
家
庭
奨
学
金
（
高
校

生
入
学
支
度
金
）
は
、
希
望
す
る
方

に
は
高
校
入
学
前
に
「
入
学
支
度
金

（
３
万
５
０
０
０
円
）」
の
み
申
請
を
受

け
付
け
、
３
月
（
入
学
前
）
に
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
給
対
象
者

● 

申
請
日
時
点
で
母
子
家
庭
の
母
で
高

等
学
校
へ
の
入
学
が
決
定
し
て
い
る
中

学
３
年
生
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

● 

令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
で
京
都
府

内
（
京
都
市
以
外
）
に
居
住
し
、
引
き

続
き
母
子
家
庭
で
あ
る
と
見
込
め
る
方

提
出
書
類

● 

申
請
書

※ 

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
推
進
員
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
の
証
明
は
不
要

● 

合
格
通
知
書
の
写
し

そ
の
他　
今
回
の
申
請
に
間
に
合
わ
な

く
て
も
、
４
月
～
５
月
の
通
常
申
請
提

出
に
よ
り
８
月
末
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

２
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
、
提
出
書
類
を
子
育
て
応
援
課
（
☎

４
３・９
０
２
４
）
へ
。

令
和
６
年
度
特
別
支
援
学
校

令
和
６
年
度
特
別
支
援
学
校

就
学
援
助
補
助
金
の
申
請

就
学
援
助
補
助
金
の
申
請

対
象
者　
令
和
７
年
１
月
１
日
に
お
い

て
与
謝
野
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

特
別
支
援
学
校
に
就
学
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
ま
た
は
当
該
児
童
・
生
徒
の

就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
る
方

補
助
金
額　
５
０
０
０
円

必
要
書
類

● 

特
別
支
援
学
校
就
学
援
助
補
助
金

交
付
申
請
書
兼
口
座
振
込
依
頼
書

● 

在
籍
証
明
書
、
学
生
証
の
写
し
な
ど

特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
も
の

● 

申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド 

な
ど
）

※ 

申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
申
請
者
の

住
所
と
氏
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
す

　
　
　
　

２
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
、
必
要
書
類
を
学
校
教
育
課
（
☎

４
３・
９
０
２
５
）
へ
。
な
お
、
申
請

書
は
学
校
教
育
課
に
あ
る
ほ
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

InformationInformation※ 掲載している情報は、１月 28 日（火）現在のものですお知らせページ ＝問い合わせ先
＝申込先・方法

問
申お知らせページ ＝問い合わせ先

＝申込先・方法
問
申

学
校
給
食
調
理
員

学
校
給
食
調
理
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
の
募
集

採
用
人
数　
１
人

業
務
内
容　
学
校
給
食
調
理
お
よ
び
配

送
業
務
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

任
用
期
間　
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３

月
31
日
（
勤
務
成
績
に
基
づ
き
再
度
任

用
あ
り
）

勤
務
日　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
８

時
15
分
～
午
後
４
時
45
分

報
酬　

月
額
16
万
１
１
２
９
円
～

20
万
４
１
９
３
円
（
職
歴
加
算
あ
り
）

そ
の
他
の
手
当
・
勤
務
条
件

「
与
謝
野
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報

酬
等
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
」

な
ど
の
規
定
に
よ
り
支
給
・
勤
務

社
会
保
険
な
ど　
共
済
組
合
・
雇
用
保

険
な
ど
に
加
入

　
　
　
　

３
月
12
日
（
水
）
午
後
５

時
ま
で
に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
必
要
書
類
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
２・７
２
０
６
）
へ
。

女
性
相
談
の
開
催

女
性
相
談
の
開
催

　
家
庭
内
の
問
題
や
夫
や
恋
人
か
ら
の

暴
力
、
職
場
内
の
問
題
、
人
間
関
係
な

ど
、
女
性
が
抱
え
る
悩
み
や
生
き
づ
ら

さ
を
女
性
の
相
談
員
が
お
聞
き
し
、
一

緒
に
考
え
て
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
秘
密
厳
守
。
相
談
無
料
。

日
時　
２
月
28
日
（
金
）
午
前
11
半
～

午
後
２
時
半

会
場　
役
場
加
悦
庁
舎

定
員　
３
人

※ 

当
日
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
が
、

前
日
ま
で
の
予
約
が
０
件
の
場
合
は
中

止
し
ま
す

相
談
時
間　
１
人
50
分
程
度

相
談
員　
女
性
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

　
　
　
　
実
施
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
税
務
課
（
☎
４
３・９
０
２
０
）
へ
。

令
和
７
年
度
与
謝
野
町
文
化
祭

令
和
７
年
度
与
謝
野
町
文
化
祭

日
程
・
会
場

【
展
示
発
表
／
野
田
川
体
育
館
】

11
月
２
日
（
日
）、
３
日
（
祝
）　

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
／
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
】

11
月
２
日
（
日
）

　
　
社
会
教
育
課 

☎
４
３・９
０
２
６

き
も
の
着
付
教
室
（
卒
入
学
講
座
）
の

き
も
の
着
付
教
室
（
卒
入
学
講
座
）
の

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

日
時　
２
月
21
日
、
28
日
、
３
月
７
日
、

14
日　
※ 

４
日
間
と
も
金
曜
日　

【
朝
の
部
】
午
前
９
時
半
～
11
時
半

【
昼
の
部
】
午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
夜
の
部
】
午
後
７
時
半
～
９
時
半

※ 

申
込
時
に
ご
希
望
の
部
（
全
４
回
）

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

会
場　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

講
師　
京
都
き
も
の
藤
原
学
院
丹
後
分

校　
赤
松
は
る
み
氏

参
加
費

【
町
内
在
住
の
方
】
１
０
０
０
円

【
町
外
在
住
の
方
】
２
０
０
０
円

※ 

参
加
記
念
品
と
し
て
２
Ｌ
サ
イ
ズ

の
写
真
（
２
枚
）
を
台
紙
に
貼
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

　
　
　
　

期
間
中
、
観
光
協
会
（
☎

４
３・０
１
５
５
）
で
随
時
受
け
付
け
。

　
　【丹

後
語
り
部
の
会
】

【
丹
後
語
り
部
の
会
】

語
り
部
発
表
会
の
開
催

語
り
部
発
表
会
の
開
催

　
丹
後
語
り
部
の
会
で
は
、
こ
の
１
年

の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
製
作
し
た
動

画
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
３
月
５
日
（
水
）
午
後
１
時
半

～
４
時
半　
※ 

参
加
無
料

会
場　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大
宮

　
　
　
　

２
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、
丹
後
語
り
部
の
会
（
☎

０
７
７
２・８
２・０
３
４
６
／
東あ

ず
ま

）
へ
。

自
衛
官
等
の
募
集

自
衛
官
等
の
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

年
齢
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　
常
時
受
け
付
け

※ 

詳
細
は
地
域
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
京
丹
後
地
域
事
務
所

☎
０
７
７
２・６
４・２
４
９
８

【広告枠】

問

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問

問
・
申

問
・
申

問
・
申

問

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 ３階
問　☎ 0772-68-1041

滞納税相談窓口

２月28日（金）まで
国 民 健 康 保 険 税：第９期
介 護 保 険 料：第９期
後期高齢者医療保険料：第８期

今月の納期

問
・
申

問
・
申
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与謝野町教育委員会では、令和６年 12 月 23 日付けで以下の３件を新たに与謝野町文
化財に指定しましたのでお知らせします。

明治政府が実施した国別の管轄図作成業務の
成果品として、政府に提出された絵図の地元
控え図と推測される。絵図には道路情報以外
にも砲台や関門なども示されており、幕末か
ら明治初期までの丹後地域の姿が描かれてお
り、歴史資料として高い価値を有するもので
ある。

● 数量：１枚　● 規模：124.9cm × 169.8cm（本紙内寸）　● 年代：慶応４年４月～明治４年 11 月

丹後国一里三寸見積絵図
（たんごのくにいちりさんすんみつもりえず）

明治政府が実施した地租改正に関する基
本情報を得るために作成された絵図。明
治政府は土地の私有を認め、その地価に
応じた金納を方針としたが、本図は土地
状況確認のために作成されたものであ
る。当時の土地の区画や利用状況などが
示されており、歴史資料として高い価値
を有するものである。

● 数量：１枚　● 規模：210.9cm × 336.5cm　● 年代：明治６年～７年ごろと推測される

加悦町地引絵図
（かやちょうちびきえず）

明治政府が実施した地租改正に関する基本情
報を得るために作成された明治時代の絵図を
元図として、大正時代までの情報を追記した
絵図。当時の土地の区画や利用状況などが示
されており、歴史資料として高い価値を有す
るものである。

● 数量：１枚
● 規模：160.2cm × 151.6cm（本紙内寸）
● 年代：大正 15 年 7 月（明治 19 年製字限図の写し）

与謝郡加悦町大字加悦全図
（よさぐんかやちょうおおあざかやぜんず）

問　社会教育課 ☎ 43-9026

与謝野町指定文化財に３件を追加

発
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